
』回、一一－一時4・E乙

450 

に、

現
代
台
湾
政
治
史
と
い
う
研
究
領
域
は
手
が
つ
け
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
り、

今
後
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て、

本
容
の
中
の
隠
れ
た
誤

り
が
修
正
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い
る。

今
日
ま
で
私
は
実
に
多
く
の
方
々
の
お
陰
で
本
容
の
刊
行
に
至
っ
た。

限
ら
れ
た
方
の
み
で
失
礼
で
は
あ
る
が、

以
下
謝
意
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
は
二
O
O
三
年
一

月
に
鹿
臨
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
か
ら
防
士
号
を
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
は、

主
査
の
山
田
辰
雄
先
生、

副

査
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
小
此
木
政
夫
先
生、

添
谷
芳
秀
先
生
に、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
の
立
を
表
し
た
い
。

鹿
湾
大
学
外
国
語
学
部
中
国
語
学
科、

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
地
域
研
究
研
究
科
修
士
課
程、

間以
服
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程
に
進
学
し、

台
湾
に
留
学
し
た
こ
と
も
あ
る
私
に
は、

三
人
の
指
導
教
授
に
加
え、

多
く
の
恩
師
が
い
る。

学
部
時
代
の
指
部
教
授、

焼
津
大
学
名
誉
教
授
の
其
野
義
人
先
生
に
は、

一川
広
い
視
野
と
現
地
感
覚
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た。

真
野
先
生
の
慈
愛
と
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
ご
指
導
は
教
育
者
と
し
て
の
棋
純
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

味
岡
徹
先
生
（
聖
心
女
子
大
学
教

授）

と
北
村
甫
先
生
に
は、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た。

武
信
彰
先
生
（
術
協
大
学
教
授）、

千
島
英
一

先
生、

塚
本
慶
一

先
生
（
利
回
外
国
語

大
学
教
授）、

戸
張
嘉
勝
・

早
佳
子
先
生、

松
田
和
夫
先
生
（
故
人）、

三
瀦
正
道
先
生
に
は、

生
き
た
中
国
語
を
厳
し
く
仕
込
ま
れ
た。

麗
浮
の
中
国
語
教
育
は
一

流
で
あ
り、

ど
れ
ほ
ど
研
究
に
役
立
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

修
士
時
代
の
指
導
教
授、

東
京
外
国
語
大
学
名
管
教
授
（
国
際
救
援
大
学
学
長）

の
中
的
嶺
雄
先
生
に
は、

ア
ジ
ア
・

オ
ー
プ
ン
・

フ
ォ

ー
ラ
ム
を
通
じ
て
台
的
研
究
に
入
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
た
だ
い
た。

中
的
先
生
は
地
域
研
究
の
心
構
え
と
し
て、

常
々
「
地
域
の
に

お
い
が
す
る
研
究
を
し
な
さ
い
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
が、

こ
の
言
諜
は
私
の
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
い
る。

佐
藤
公
彦
先
生
は、

私
の

中
国
研
究
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。

佐
藤
先
生
と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
授
業
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る。

そ
し
て、

博
士
論
文
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
康
雄
義
塾
大
学
名
管
教
授
（
放
送
大
学
教
授〉

の
山
旧
辰
雄
先
生
に
は、

中
務
民
国
史

の
基
礎
を
教
え
て
い
た
だ
き、

ま
た
原
稿
を
真
っ
赤
に
な
る
ま
で
直
し
て
い
た
だ
い
た
。

山
田
先
生
に
は、

今
で
も
研
究
の
み
な
ら
ず
あ

ら
ゆ
る
面
で
ご
指
導
を
受
け
続
け
て
い
る。

今
後
と
も
山
田
先
生
の
御
恩
に
報
い
る
べ

く、

研
究
に
精
進
し
た
い
と
心
に
決
め
て
い
る。

ま
た
博
士
課
程
入
学
以
来、

小
島
朋
之
先
生、

国
分
良
成
先
生
か
ら
は、

AV巾
に
温
か
い
励
ま
し
を
い
た
だ
い
き、

チ
ャ
ン
ス
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る。

お
二
人
の
粉
力
的
な
研
究
は、
品川一
に
私
の
高
い
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る。

大
学
二
年
生
の
時
に
凶
カ
月
半
留
学
し
た
台
湾
の
淡
江
大
学
文
学
院
日
文
系
で
は、

公
私
と
も
に
林
壬
雄
先
生
（
淡
江
大
学
名
併
教
授）

の
お
世
話
に
な
っ
た。

林
先
生
は、

私
が
台
湾
に
関
心
を
持
っ
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
思
仰
で
あ
る
と
同
時
に、

仲
人
を
口
つ

て
出
て
下
さ
っ
た
思
人
で
も
あ
る。

台
湾
研
究
や
中
務
民
国
史
研
究
の
研
究
者
の
方
々
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

若
林
正
丈
先
生
（
点
京
大
学
教
授）

は、

日
本
に
お

け
る
現
代
台
湾
政
治
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り、

深
い
学
思
を
感
じ
て
い
る
。

中
嶋
ゼ
ミ
の
先
輩
で
も
あ
る
井
尻
秀
虫
先
生
（
来
京
外

国
語
大
学
教
授）

に
は、

親
身
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

三
田
裕
次
氏
（
台
湾
史
研
究
家）

に
は、

ご
自
宅
で
の
台
湾
史
勉
強

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た。

こ
の
ほ
か、

久
保
亨
（
信
州
大
学
教
授）、

佐
藤
幸
人
（
臼
本
貿
易
援
輿
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
主
任
研
究

貝）、

笹
川
裕
史
（
筒
玉
大
学
教
授）、

中
村
元
哉
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
貝）、

松
本
充
並
（
長
崎
外
国
語
大
学
助
教
綬）、

山
本
其
（
筑
波

大
学
助
教
授）、

渡
辺
剛
（
杏
林
大
学
専
任
講
師）

の
各
氏
の
研
究
か
ら
は
多
く
の
示
峻
を
い
た
だ
い
た。

山
田
ゼ
ミ
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
方
々
に
は、

こ
れ
ま
で
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
大
先
輩
の
嵯
峨
隆
（
静
岡
県
立
大
学

教
授）

と
家
近
亮
子
（
敬
愛
大
学
教
授）

の
両
氏
に
は、

深
い
御
息
を
感
じ
て
い
る。

望
月
敏
弘
（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
教
綬）
、

塩
出
浩
和

あとがき

（
城
酋
国
際
大
学
前
師）、

高
橋
仲
夫
（
底
附阻
止杭
塾
大
学
教
佼）、

店
亮
（
法
政
大
学
教
授）、

安
凹
淳
（
鹿
限
義
強
大
学
教
授）、

江
崎
隆
哉
（
中
央

大
学
海
防）、

段
瑞
聡
（
俊
限
義
塾
大
学
助
教
授）

の
各
氏
に
は、

研
究
者
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
而
で
刺
激
や
恩
恵
を
受
け
て
い
る。
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私
の
職
場
で
あ
る
防
衛
研
究
所
で
は、

第
二
研
究
部
長
で
あ
っ
た
高
木
誠
一

郎
先
生
（
即日
山
学
院
大
学
教
授）

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
たJ

防
術
研
究
所
の
同
僚
の
研
究
者
か
ら
は
多
く
の
学
問
上
の
刺
激
を
受
け
て
い
る
。

素
晴
ら
し
い
同
僚
達
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う。

『松田康博『台湾における一党独裁体制の成立-2006.12
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蒋介石の
国民党は 、

なぜ台湾で

復活できたのか？

の

成
_...... 

立‘

段服務塾大学出版会

豊
富
な
現
地
資
料
と

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
成
果
を
ふ
ま
え、

－

大
陸
反
攻
と
領
袖
独
裁
型
党
治
を

一

め
ざ
す
政
治
戦
略
を
中
心
に

一鋭く分析した 、


